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抄録 

1861年から1870年にかけてアメリカ南部連合国から数千人ともいわれる亡命者が英領ホンジュラ

スへ渡った．彼らの多くは南北戦争前のアメリカ南部社会を新天地で再現することを夢見ていた．

英領ホンジュラスは農業生産向上，白人人口増加，ユカタン・カスタ戦争の軍事支援を期待して亡

命者を歓迎した．しかし当時の英領ホンジュラスの政情やアメリカ南部とは異なる熱帯気候の中で

の生活は厳しく，アメリカ南部連合国独特の政治的・経済的・社会的再現は不可能であると悟った

者の多くは，亡命後数年のうちにアメリカ合衆国へ撤退してしまった．2023年2月にベリーズで行っ

たフィールドワークでは，トレド県に残る墓地やベリーズ各地の地名として見られる彼らの家名や

出身地名以外にアメリカ南部連合国からの亡命者の軌跡を見つけることはなかった．とはいえ亡命

者によるプランテーション設立の試みは後に大規模農業を発展させるための基礎となり，英領ホン

ジュラスがベリーズと名が変わってからも農業が牽引する長期的な経済発展を可能にしている． 

 

１． はじめに 

かつて英領ホンジュラスと呼ばれていたベリー

ズは 1981 年に独立した，国土約 2 万 3 千㎢，人口

約 40 万人の小さな英連邦王国である．ベリーズは

中央アメリカ東部のユカタン半島南部に位置し，

北はメキシコ，西はグアテマラ，南東はホンジュ

ラス，東はカリブ海を臨み，その海岸線を守る要

塞のように世界自然遺産「ベリーズ珊瑚礁保護区」

に代表される環礁が連なっている． 

ベリーズがまだ英領ホンジュラスだった 1861

年頃から 1870 年頃にかけて，アメリカ南部連合国

から数千人が亡命してきた．当時英領ホンジュラ

スでは先住民と白人支配層の間でユカタン・カス

タ戦争が行われていた．しかし英領ホンジュラス

植民地政府はアメリカ南部連合国の軍幹部や政治

家，大規模プランテーション経営者などを対象に

免税措置を含むさまざまな特典を打ち出し移住を

促進した．このアメリカ南部連合国からの亡命者

は英領ホンジュラス社会に大きな影響を与えたに

も関わらず，その実態の認知は限られている． 

本稿の目的は，第一に 2023 年 2 月に大妻女子大

学戦略的個人研究費の助成を受けて実施した現地

調査を踏まえて，このアメリカ南部連合国から英

領ホンジュラスへの亡命そして定住の試みを取り

纏めることである．その上で 21 世紀現在のベリー

ズ社会に見ることができる彼らの軌跡を記録する

ことである． 

 

２． アメリカ南部連合国から英領ホンジュラスへ 

2.1. 背景 

現在のベリーズが存在する地域には紀元前から

マヤ文明が発達していた．この地域の海岸線に沿
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って 1502 年にコロンブスが航海したことは記録

されているが上陸はしていない[1]．その後 1531 年

にベリーズはスペイン帝国のグアテマラ総督領に

組み入れられてスペイン領となったが，金・銀を

産出しないため 100 年以上が経っても放置され続

けることになった．1638 年にはイギリス系の海賊

が無断で入植を始め，この地域を拠点にカリブ海

を横断するスペインの金銀運搬船を襲い始めた． 

次にこの海賊は 1660 年頃からスペインの許可

を得ることなく，染料として市場価値が高いログ

ウッドを徹底的に伐採し始めた．その量は 1671 年

の一年間だけで 2,000 トンに達し，そのすべてが

イギリスに輸出された[2]．木材伐採・運搬のため

にさらなる労働力が必要であったため，1724 年に

は英領ジャマイカと英領バミューダから黒人奴隷

が輸入された．限りある森林資源であるログウッ

ドは 1750 年頃から枯渇の兆しを見せ，伐採の対象

が変化していった．粉砕しても価値が変わらない

ログウッドから，無傷で大きいほど建築材として

高い価値が付く，家具や造船に最適なマホガニー

が新たな伐採の対象となった．成木ともなると高

さ 45m，直径 2m に達するマホガニー伐採のため

に一層の労働力が必要となり，さらなる黒人奴隷

が輸入された． 

1798年にこの地域の領有権はスペインからイギ

リスに移ったが，マホガニー輸出に関しては特別

な影響はなかった．1803 年の英領ホンジュラス植

民地政府統計によると，総人口 4,000 人のうち白

人が 300 人で黒人奴隷は 3,000 人であった[3]． 

1861 年から 1870 年にかけてはアメリカ南部連

合国から英領ホンジュラスに大量の亡命者が流入

した．その一部はアメリカ南部連合国からの出国

記録や英領ホンジュラスへの入国記録のどちらか，

もしくは両方ともに存在しない密出入国を伴う亡

命であった．したがってこの時期にアメリカ南部

から英領ホンジュラスに何人の亡命者が渡航した

のかを示す正確な数値は不明である． 

亡命者の多くは新天地でプランテーションを経

営しながら南北戦争前のアメリカ南部連合国と同

じような生活を送ることを希望していた者たちで

あった．南北戦争を機にアメリカ南部連合国から

はブラジルやメキシコ，ベネズエラへも亡命した

が，特に英領ホンジュラスが人気で，将校レベル

の軍人や政府高官，大規模プランテーション経営

者といった，いわゆる名士たちが亡命してきた[4]． 

2.2. アメリカ南部連合国側の思惑 

英領ホンジュラスが亡命先として人気だった理

由は主に 4 点である．第一に，英領ホンジュラス

が英語圏であることだ．親英派のアメリカ南部連

合国からの亡命者にとってイギリス英語が使用さ

れている英領ホンジュラスでは新たな生活を構築

するにあたり言語面での壁がなかった．第二に，

亡命者は英領としての経験を共有する英領ホンジ

ュラスに対して現実とはかけ離れた幻想を抱いて

いた．英領ホンジュラスの歴史的・政治的・物質的

社会はアメリカ南部と類似しているから生活場所

を移行しても容易に順応できるだろうと期待した

のである．特に南北戦争前後は，英領ホンジュラ

スの黒人は既に奴隷解放されて自由の身となって

おり，アメリカ南部のプランテーション社会とは

完全に異なる社会が構築されていた．第三に，ア

メリカ南部連合国と英領ホンジュラスの地理的な

近接性である．移動が比較的簡単であり，定住に

失敗した際にもすぐに祖国に帰ることができる点

は亡命することに対する精神的ハードルを下げた．

第四に，アメリカ南部連合国の名士たちは，亡命

先の英領ホンジュラスでもイギリス植民地特有の

社会階層の支配的な地位に自動的に属すことがで

きると信じて疑わなかった[5]．実際にはイギリス

植民者が社会階層の高位を占め，アメリカ南部連

合国からの亡命者の多くは農業労働者としてしか

扱われず，社会階層を上る事例は多くなかった．

このような理由でアメリカ南部連合国からの亡命

者たちは，南北戦争を機に理想郷を求めて英領ホ

ンジュラスへの移住を決めたのであった． 

 

2.3. 英領ホンジュラス側の思惑 

英領ホンジュラスがアメリカ南部連合国からの

亡命者を積極的に受け入れた理由は 3 点に集約で

きる．まず英領ホンジュラス植民地政府は大規模

なプランテーション経営のノウハウを持つアメリ

カ南部連合国からの亡命者に対し英領ホンジュラ

スの農業生産を向上させて欲しいという期待を持

っていた．ログウッドやマホガニーといった貴重

な天然木材資源の枯渇傾向が顕著に見え始めた

1860 年前後に，英領ホンジュラスは代替輸出品と

して綿花や砂糖，バナナや柑橘の栽培を始めたた

め，特に綿花やサトウキビのプランテーションに

馴染みのあるアメリカ南部連合国からの亡命者は

理想的な移住者であった．そして英領ホンジュラ
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ス政府は植民地計画の一環として白人人口を増や

す必要があった．したがって黒人との混血を好ま

ないアメリカ南部連合国からの白人入植者は大歓

迎された[6]．また英領ホンジュラス植民地政府は

ユカタン半島の統治を巡る先住民と白人支配層と

の間で勃発したユカタン・カスタ戦争における緊

張の高まりに対処するためにアメリカ南部連合軍

の退役軍人たちが何らかの軍事的支援をしてくれ

るかもしれないという淡い期待を持っていた． 

 

2.4. 1861 年～1867 年 

1861 年から 1867 年にかけて英領ホンジュラス

はアメリカ南部連合国からの亡命者を大歓迎した．

1861 年にはジョージア，バージニア，アラバマ，

メリーランド，テキサス，テネシー，ルイジアナ，

ミシシッピの各州から亡命者が殺到し始めた．同

年の人口統計によると，英領ホンジュラスの総人

口は 25,635 人であり，そのうち 7,000 人超がアメ

リカ南部連合国からの亡命者であった[7]．これは

たった一年で英領ホンジュラスの総人口を 1.5 倍

も押し上げた数値であり，アメリカ南部連合国か

らの亡命者の存在が英領ホンジュラス社会に大き

な変容をもたらしたことが想像できる． 

アメリカ南部連合国政府は国民に対し英領ホン

ジュラスへの亡命を思い留まらせるために様々な

策を講じたことが資料に残っている[8]．しかしそ

れらはあまり功を奏さなかった．アメリカ南部で

は南北戦争後に見込まれた急激な社会変化に対す

る強い拒絶感と絶望感が漂っていた．英領ホンジ

ュラス植民地政府は亡命者の移住誘致策として，

英領ホンジュラスにアメリカ南部プランテーショ

ンに似たユートピア的なイメージを与える広告を

行った．特にルイジアナやミシシッピではこの手

の広告が成功したようで，記録されているルイジ

アナとミシシッピからの亡命者にはプランテーシ

ョン経営者が圧倒的に多い[9]． 

特に南北戦争でアメリカ南部連合国の敗戦色が

濃くなった 1865 年以降，アメリカ南部連合国から

亡命者が大挙してやってきた．彼らの希望は英領

ホンジュラスで広大な土地を買い黒人奴隷を労働

力として使いプランテーション経営をしながら南

北戦争前のアメリカ南部連合国での生活を再現す

ることだった． 

英領ホンジュラスにはログウッドやマホガニー

伐採の労働力として黒人奴隷はすでに導入されて

いた．しかし英領ホンジュラスを含むすべての英

領植民地では，とうに 1833 年に奴隷制が廃止され

1838 年に黒人奴隷は完全に奴隷解放されていた．

したがって法律上はすべての黒人は自由の身分と

なっていた．南北戦争前の祖国アメリカ南部連合

国において黒人は動物と同等のただの労働力であ

った．亡命者たちは黒人奴隷制を守るために南北

戦争を戦ったのにも関わらず，敗北後に亡命した

英領ホンジュラスでは黒人は自分たちと同等の存

在であった．そのためアメリカ南部連合国からの

亡命者は黒人との関わり方に戸惑っていたようで

ある[10]． 

この亡命者と黒人との軋轢や，労働の対価とし

ての賃金を支払うことを厭わない労働力調達の難

しさは，英領ホンジュラスにおけるアメリカ南部

連合国からの亡命者の定住を阻んだ．アメリカ南

部連合国で黒人奴隷を無料の労働力として利用し

ていた亡命者たちは黒人に労働対価として賃金を

支払うことに納得できなかった．亡命者は労働力

が必要でも黒人に対してだけは賃金を支払うこと

を拒んだ．そして黒人も人種主義的思考を持つア

メリカ南部連合国からの亡命者のために働くこと

を拒んだ．加えて，英領ホンジュラス亡命後数年

のうちにアメリカ南部連合国の華々しいプランテ

ーション経済社会の再現は不可能であることが明

確になった．それはアメリカ南部から持ち込んだ

綿花の種類が降雨量の多い英領ホンジュラスの気

候と土壌に合わず，実りが少なかったり，実って

も腐ったりして利益を上げられなかったからだ．

したがって労働力も英領ホンジュラスの気候に合

った綿花も見つけることができず，綿花プランテ

ーションが成功することはなかった． 

そのような環境下でもアメリカ南部連合国から

英領ホンジュラスへの亡命者を歓迎し，様々な定

住政策を打ち出したのは英領ホンジュラスのオー

スティン副総督である．オースティン副総督はル

イジアナ州ニューオーリンズからの定期大型汽船

や，英領ホンジュラスのベリーズ・リバーの上流

と下流を結ぶ定期船も就航させ，英領ホンジュラ

ス植民地政府として亡命者を歓迎する姿勢をアピ

ールした．特にアメリカ南部連合国からの早期亡

命者がベリーズ・リバー上流にすでに設立してい

たニュー・リッチモンド開拓地へ新規亡命者が容

易にアクセスできることは重要だった．さらに英

領ホンジュラス植民地政府は，アメリカ南部連合
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国からの亡命希望者に対して植民地政府所有の小

舟や英王室測量技師を無料で提供した．そうする

ことで土地の購入を希望する亡命者が主要水路で

アクセスできる物件を視察しやすい環境を作った． 

このような施策を打ち出したことで，オーステ

ィン副総督とアメリカ南部連合国からの亡命者た

ちとの関係は親密かつ強固なものになり，副総督

邸では亡命者を歓待する定期的な社交パーティー

や夕食会が開催された．そのような会合の散会時

には必ず南部連合国軍の軍歌の一つである「ボニ

ー・ブルー・フラッグ」やメリーランド州歌「メリ

ーランド，我がメリーランド」が合唱されたと記

録されている[11][12]．この幾分過度に気前が良く

アメリカ南部連合国寄りの姿勢が目立ったオース

ティン副総督は 1867 年にイギリス本国へ召還さ

れてしまった． 

 

2.5. 1868 年～1870 年 

オースティン副総督の代りに就任したのが亡命

者に対して特別な定住促進活動はおろか友好的な

態度を示さないロングドン新副総督であった．オ

ースティン前副総督が提供していたような定住の

ための全面協力がないと，新天地でゼロから生活

を築いていくのは困難を極めたようである．実際

に，南北戦争で大方の財産を失い英領ホンジュラ

スに亡命してプランテーション経営で人生を立て

直そうとした亡命者が，悪天候や害虫被害で綿花

栽培に失敗し，期待していた収入を手にすること

ができなくなると完全に無一文になる者も少なく

なかった．その結果，英領ホンジュラスで物乞い

をしながら路上生活をするアメリカ南部連合国か

らの亡命者が急増したのはこの時期である[13]．そ

のため英領ホンジュラスに駐在するアメリカ合衆

国領事は，アメリカ行きの大型汽船を手配し本国

国民の帰国希望者を無料で乗船させ救済せざるを

得なかった． 

この時期になってもアメリカ南部連合国からの

亡命者は黒人に対する不法で無礼で暴力的な態度

を改めることができなかった．英領ホンジュラス

は 1833 年の奴隷制廃止以降，公式に人種的平等を

掲げていた．法律的には白人と黒人が同等の立場

で，黒人も土地所有が可能で，理論的には白人よ

りも経済的に豊かな黒人がいても不思議ではない

社会が構築されていた．しかし奴隷制を維持する

ために南北戦争を戦った亡命者に染みついた人種

主義的価値観や人種差別的習慣はそう簡単には変

わらなかった．亡命者は黒人に対する暴力や人種

差別などの問題行為を頻繁に起こした[14]．例えば

亡命者は，黒人や先住民に対する暴力行為だけで

なく，少しでも混血の可能性がある人物との交流

を避け，黒人と親しい関係性を築いている白人を

不快で卑しい存在であるとして交流する価値はな

いと排他的な態度を取っていた．さらに自分たち

白人はアングロサクソンの血が流れているおかげ

で勤勉で知能が高いと公然と豪語する者も存在し

たことが記録されている[15]． 

アメリカ南部連合国からの亡命者は今までの人

生で経験したことのない，自分と同等の立場の黒

人との交流に驚くことばかりであった．ラブ元ミ

シシッピ州下院議員はその驚きを比較的好意的に

受け止めていた数少ない人物である．ミシシッピ

州の新聞に投稿した英領ホンジュラスでの経験と

して，税関や警察といった公職に黒人が就いてい

ること，初めて参加した日曜礼拝で出会った住民

のほとんどが石炭のように黒い黒人だったこと，

彼らは黒人にも関わらず上品で身なりが良く優雅

な振る舞いをする紳士淑女だったこと，初めて訪

れた教会で誰も知り合いがいない中，除け者にさ

れるわけでもなく温かな気遣いを受け，席まで案

内してもらえたこと，聖歌隊が素晴らしかったこ

とが感銘を受けた点として列挙されていた[16]． 

白人と黒人が法的に同等であること以外にアメ

リカ南部連合国からの亡命者が驚いたのは英領ホ

ンジュラスのイギリス人植民者から「ヤンキー」

と呼ばれることであった．亡命者にとって「ヤン

キー」はアメリカ南部連合国を不当・不法に侵略

し「北部侵略の戦争」に加担したアメリカ北部出

身者を意味する言葉である．亡命者にとって「北

部侵略の戦争」，つまり南北戦争を引き起こし，自

分たちが無一文もしくはそれに近い状態で英領ホ

ンジュラスに亡命しなければならなくなった原因

を作ったアメリカ北部出身者と同等に扱われるの

は屈辱以外の何ものでもない．亡命者はアメリカ

北部と南部連合国を区別しない英領ホンジュラス

のイギリス人植民者に対して常に激しい怒りを抱

いていた．現に亡命者はアメリカ北部やアメリカ

合衆国政府に関係する事柄に対しても憎悪の念を

抱いていることを隠そうともしなかった．このよ

うな「本国」からの亡命者について，英領ホンジュ

ラスに駐在するアメリカ合衆国領事は，領事館に
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合衆国国旗を掲揚したところ異常なほどの敵意を

示されたと国務省へ報告している[17]． 

亡命者が抱く人種主義的価値観の影響を強く受

けていたであろうと推測される亡命者の子どもた

ちは，学齢期になるとアメリカ南部の学校に送ら

れた．その理由は黒人と机を並べることに対する

抵抗と黒人と親密になった結果としての混血に対

する恐怖であった．この時代に英領植民地の白人

子女が教育のためにイギリスではなくアメリカ南

部に単身送られる事例は他のカリブ海諸国やラテ

ンアメリカには通常見られない．そして現在でも

ベリーズ社会上層部の子女がアメリカ南部で高等

教育を受ける事例が比較的多いこと，そして現在

のベリーズとアメリカ南部の間にまず近隣諸国で

は見られない強い繋がりがあることから，アメリ

カ南部連合国からの亡命者の影響は現在も少なか

らず存在するのではないかと推察せざるを得ない． 

他方，英領ホンジュラスという小さなコミュニ

ティで生き抜くには，人口規模がことさら小さい

白人世界に留まるわけにはいかなかった．現在も

ベリーズに居住する亡命者の末裔たちは，文化的・

人種的分離にこだわらずに生活するようになり，

ありとあらゆる人種と混血している者がほとんど

である．そのため身体的特徴に「白人らしさ」が目

立つ者は多くない．そして彼らにアメリカ南部連

合軍の生き残りとしての結束はない[18]． 

 

３． 定住の試み 

3.1. トレド開拓地 

アメリカ南部連合国からの亡命者が入植して最

も成功した開拓地は英領ホンジュラス南部プン

タ・ゴルダの近く，リオ・グランデ川とマホ・リバ

ーに挟まれた地域に位置するトレド開拓地である．

最盛期には 66 世帯が定住していた[19]．現在も亡

命者の末裔が確認できるほか，トレドで命を落と

した亡命者とその歴代家族の墓も存在する（写真1）． 

開拓初期はルイジアナとミシシッピを中心に，

アーカンサスやテキサスからも約 300 名の亡命者

が定住を試みた[20]．しかしプランテーション開拓

に必要な労働力が不足していた上に，コレラや黄

熱，マラリアに罹患し命を落とす者が多かった．

アメリカ南部で耕作経験のある綿花が英領ホンジ

ュラスの気候と土壌に適さないとわかると，定住

を諦めアメリカに帰って行く者が少なくなかった．

一方で早々に綿花を諦めた Foster，Pearce，Mason，

Moore，Copeland，Perrett などの家族は，サトウキ

ビ・プランテーション経営を軌道に乗せることが

できた．格安な甜菜糖流入に伴うキビ砂糖価格の

暴落後も，彼らはバナナや豚肉，養蜂など近隣地

域の需要に合わせた農業を展開し，経済的に安定

した生活を送れるようになった．彼らのファミリ

ーネームは現在もトレド住民に残る． 

トレド開拓地が成功した理由の一つは，メソデ

ィストの教義を献身的に守る勤勉な亡命者たちの

精神的な結束である．英領ホンジュラスで初めて

メソディストが伝えられたトレドは，ミシシッピ

州出身のメソディスト教会 Pearce 牧師がアメリカ

南部連合国からメソディスト信奉者の誘致に成功

した開拓地である．1870 年以降のトレド開拓地の

住民はカトリック信徒一名の例外を除き，すべて

メソディストだった[21]．この信仰に基づく住民の

コミュニティとしての団結は非常に強固で，ユダ

ヤや英国国教会，カトリックなど他の宗教宗派の

信仰者に対しては排他的な側面もあり，結果的に

メソディスト以外のトレド入植を阻むほどであっ

た．例えばトレドにバプティスト教義を広めよう

としたテキサス州出身のモレル牧師と南部連合国

6 州出身のバプティスト信奉者約 40 名はメソディ

スト住民から猛烈な反目に合い撤退せざるを得な

かった． 

 

 
写真 1 “Confederate Cemetery”トレド県フォレスト・

ホームにて 2023 年 2 月 伊藤みちる撮影 

 

またプランテーション開拓に必要な労働力不足

を解消できたこともトレド開拓地の成功理由であ

る．トレド開拓地に隣接するプンタ・ゴルダの住

民は主に黒人であり，黒人に賃金を払うことに納

得できなかった亡命者たちは黒人を労働力として
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雇えなかった．そして国境を接するグアテマラの

先住民も雇用してはみたが，長時間労働をしない

など労働力として理想的な働き方をしなかった．

そのため 1872年に約 200名のインド人年季奉公人

を英領ジャマイカのサトウキビ・プランテーショ

ンから導入した．そうしてトレド開拓地でもサト

ウキビ・プランテーションを展開できるようにな

った．現代のトレド県にベリーズで一番多くイン

ド系住民が住む理由は，当時のインド人年季奉公

人がプランテーション閉鎖後も農業を続けていく

ことを選びトレドに定住したからである． 

筆者は 2023 年 2 月にトレド県プンタ・ゴルダ近

郊フォレスト・ホーム墓地の一角に位置する

“Confederate Cemetery”を訪問した．19 世紀後半の

墓石だと推測される 14 の墓石が，うっそうと熱帯

植物が生い茂る中に並び，そのうち判読可能な銘

刻があったのは 9 つである（写真 1）．墓石の銘刻

から判断する限り，この墓地で埋葬されたのは

Mason 家と Pearce 家だけであった． 

 

 
写真 2 “Confederate Cemetery”敷地内の “Julia Pearce 

Mason” の墓石 トレド県フォレスト･ホームにて 

2023 年 2 月 伊藤みちる撮影 

 

写真 2 として掲載した墓石には，1854 年 9 月 18

日生まれの Julia Pearce Mason が 1885 年に亡くな

ったことが標されている．筆者が入手できた限り

の史資料には同名人物の記録は存在しない．幼少

の頃に英領ホンジュラスに移住した Pearce 家の女

性がトレド開拓地で出会った Mason 家の男性と結

婚し，30 歳か 31 歳の若さで亡くなったとも読め

るが，現存する史資料に限りがあるため彼女の一

生については推測の域を出ることはない．なお

Perret 家の墓地もフォレスト・ホーム墓地から

5.8km 離れた地域に存在するようであるが，今回

のフィールドワークでは見つけることができず訪

問が叶わなかった． 

 

3.2. オレンジ・ウォーク開拓地 

現在のベリーズで最も農業が盛んなオレンジ・

ウォーク県にはベリーズ最大の製糖工場がある

（写真 3）．その製糖工場はかつてのオレンジ・ウ

ォーク開拓地のタワー・ヒルに存在していた製糖

工場の跡地に建設されたものである．ここで製糖

された砂糖は 2022 年のベリーズ輸出額のうち約

8,000 万米ドルを計上し第一位の輸出品目となっ

ている[22]． 

 

 

写真 3 タワー・ヒルの製糖工場にて 

2023 年 2 月 伊藤みちる撮影 

 

オレンジ・ウォークを開拓し農業に適した土地

へと変換したのがアメリカ南部連合国からの亡命

者である．彼らはオレンジ・ウォークに駐屯する

英植民地軍に加わり，ユカタン・カスタ戦争で徹

底的な抗戦の後に先住民と停戦協定を結ぶことに

貢献した．その結果オレンジ・ウォーク開拓地に

平和と政治的な安定がもたらされ，落ち着いた環

境で農業が発展していくことになった．まさに英

領ホンジュラス植民地政府が抱いていたアメリカ

南部連合国退役軍人に対する期待そのものに応え

たのである．その戦巧者のうち代表的な人物は，
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オレンジ・ウォークのニュー・リバー沿いに定住

したルイジアナ州アルジェリーズ出身のジョン・

プライスである． 

アメリカ南北戦争では砲兵隊として活躍したジ

ョン・プライスは英領ホンジュラスに亡命後，オ

レンジ・ウォーク郊外のタワー・ヒルに広大な土

地を購入した．故郷ルイジアナでサトウキビ・プ

ランテーションを経営していたジョン・プライス

は後にルイジアナ・ファームと呼ばれるようにな

ったその土地でもサトウキビ・プランテーション

を設立した．ジョン・プライスのプランテーショ

ン経営の腕前は相当なもので，耕作を開始してか

ら 2 年で 1 エーカー当たり 2 トン以上の砂糖を生

産するほど成功した[23]． 

 

 
写真 4 計量台に乗るサトウキビを積んだトラック 

タワー・ヒルの製糖工場にて 

2023 年 2 月 伊藤みちる撮影 

 

ジョン・プライスのルイジアナ・ファームの一

角にあった製糖工場は，現在まったく同じ場所に

近代的な製糖工場として姿を変え，前述のように

ベリーズの砂糖産業を支えている（写真 4）．この

当時からオレンジ・ウォークは「砂糖の街（Sugar 

City）」と呼ばれ，砂糖産業を基盤とする経済に支

えられている．また筆者が 2023 年 2 月にオレン

ジ・ウォークを訪問した際には，ジョン・プライス

の出身地であるルイジアナ州にちなんだ地名が各

所に残っていた．街の中心にあるルイジアナ・フ

ットボール・フィールドやルイジアナ自然公園な

どは市民の憩いの場となっている． 

 

3.3. コロザル開拓地 

前述のオレンジ・ウォークより約 50km 北部に

位置するコロザル開拓地は居住地として長い歴史

を築けなかった．コロザル開拓地の中心となった

のは，ピエール・ボーリガード・アメリカ南部連合

国陸軍将校の弟，アーマンド・ボーリガード指揮

官である．1868 年にアーマンド・ボーリガードは

640 エーカーのサン・ラモン・エステートを購入し

た．そのうち 570 エーカーの広大な牧草地に牛と

馬，ラバを飼育し，70 エーカーにサトウキビを植

え，敷地内の製糖工場で砂糖を生産していた[24]．

さらに製糖工場で排出される砂糖副産物を活用し

ラム酒の製造も行っていた．禁酒の戒律を持つト

レド開拓地に入植したメソディスト亡命者とは異

なり，コロザル開拓地に入植したカトリックのア

ーマンド・ボーリガードにはアルコール消費・製造

の制限はない．そのためコロザルで蒸留されたラム

酒は現地で消費されたほか国外に輸出された[25]． 

コロザル開拓地は順調に開発が進んでいたがメ

キシコとの国境に近くユカタン・カスタ戦争の最

前線であった．そのため常に先住民から攻撃され

る危険性があった．入植時には英植民地軍がコロ

ザル近辺に駐屯し先住民の攻撃を牽制していたが，

1869年に英植民地軍は翌年に撤退することを決め

た．その知らせを受けた住民のほとんどは 1869 年

9 月までにルイジアナに引き上げ，二度とコロザ

ルには戻って来なかった．また一度はコロザルに

残ると決めた者たちも，先住民にさらなる攻撃を

受ける前に降参して，家や土地，すべての持ち物

を差し出し，コロザルを後にしてトレド開拓地に

向かった． 

 

3.4. ニュー・リッチモンド開拓地 

首都ベルモパンに近いレーバリング・クリーク

（Labouring Creek）とカット・アンド・スロウ・ア

ウェイ・クリーク(Cut-and-Throw-Away Creek)が交

わる地域にも開拓地が設置された．アメリカ南北

戦争の南部連合軍の拠点であったバージニア州リ

ッチモンドにあやかって命名されたニュー・リッ

チモンドは，近くを流れる川の名前から推測され

るように，マホガニーを切り倒し（Cut），下流に運

搬するため川に投げ入れる（Throw Away）といっ

た労働（Labour）が活発であった地域に位置する． 

ニュー・リッチモンド開拓地は，1867 年にメソ

ディスト教会のデュバル牧師がバージニア州リッ

チモンドの繁栄を再現しようと，アメリカ南部連

合軍幹部とその家族約 300 名を率いて亡命し定住
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を試みた開拓地である[26]．現在は開拓された痕跡

がある広い土地が広がるだけである． 

ニュー・リッチモンド開拓地定住に成功したと

いえるのはサタデー・クリーク沿いの約 30 平方キ

ロメートルの土地を購入したコリン・マクレー南

部連合国軍財務官である．弟にウィリアム・マク

レー南部連合国陸軍准将，兄にジョン・マクレー

元ミシシッピ州知事を持つコリン・マクレーは，

広大な敷地に邸宅を建て，牧畜やマホガニー輸出

などを行っていた．この事業を支援していたのが

ジュダ・ベンジャミン南部連合軍国務長官の弟，

ジョセフ・ベンジャミンである．コリン・マクレー

は亡命時，南北戦争時の横領容疑でアメリカ合衆

国政府から氏名手配されていた．そのためアメリ

カに帰国すると逮捕されてしまうことから，亡命

後はミシシッピに残した家族を訪問することもせ

ずに，一度もアメリカには戻らなかった．コリン・

マクレーの開拓地は現在もマクレー・エステート

として名が残る． 

マクレー・エステートの発掘調査では，エンフ

ィールドライフルが発見された[27]．これは日本の

戊辰戦争でも重宝された武器であるが，大英帝国

によって製造され，アメリカ南北戦争では南部連

合国軍によって使用された最も一般的な武器の一

つである．コリン・マクレーが南北戦争中，南部連

合軍の武器と弾薬の確保を担当していた[28]こと

を考えると，コリン・マクレーが英領ホンジュラ

スでエンフィールドライフルを保持していたとし

ても不思議ではない． 

また 1867 年から 1902 年の間に製造されたコネ

チカット州の UMC 社製散弾銃ケーシングも発見

された[29]．マクレー・エステートの考古学資料と

コリン・マクレーが記録していた検認書からは，

コリン・マクレーが UMC の弾薬と武器を英領ホ

ンジュラスにいながら入手できていたことが確認

できる[30]．したがってコリン・マクレーはマホガ

ニー輸出などの公式で合法な経済活動の他に，英

領ホンジュラスでの需要に合わせて武器や弾薬を

アメリカから輸入し，英領ホンジュラスで必要と

する人たちに武器・弾薬を供給する非公式で違法

な経済活動に従事していたと考えられる． 

当時英領ホンジュラスでアメリカ南部連合国か

ら武器・弾薬を入手しなければなからなかったの

はユカタン・カスタ戦争で白人支配層と戦ってい

たマヤの人たちである．英領ホンジュラス植民地

政府は 1867 年にマヤの人たちとの武器貿易を禁

止し，アメリカからの武器や弾薬の輸入も規制し

ていた．しかし前述のデュバル牧師の回想録には，

ベリーズシティに住む義理の弟を通じてアメリカ

から火薬や銃弾などを安定的に入手できていたと

書かれている[31]．実際にマクレー・エステートで

発掘されたタイプと同じケーシングがホロトゥニ

ッチやサンペドロ・シリスといったユカタン・カ

スタ戦争激戦区でも発掘されている[32]．これらの

ことからハリソン＝バックらは，英領ホンジュラ

スに亡命してきたアメリカ南部連合国出身者こそ

がユカタン・カスタ戦争特需で利益を得ながら戦

争を激化させ長引かせていた張本人だと主張する

[33]．つまりアメリカ南部連合国からの亡命者は，

英領ホンジュラス植民地政府に入植の手筈を整え

てもらいながら，ユカタン・カスタ戦争で英植民

地軍に対して軍事的支援をしてくれるだろうとい

う英領ホンジュラス植民地政府の期待を裏切り，

秘密裏にユカタン・カスタ戦争で英植民地軍と戦

っているマヤの人たちに武器・弾薬を供給するこ

とで対英軍事抵抗力を強化して，英植民地軍を不

利な立場に置いていたのである． 

アメリカ南部連合国からの亡命者が英領ホンジ

ュラス植民地政府と英植民地軍を意図的に欺いた

のかは不明である．しかし現存する史料と考古学

的発掘物から明らかなのは，アメリカ南部連合国

からの亡命者が南北戦争で用いた銃器・火薬と，

南北戦争中にアメリカ国内で生産した銃器・火薬

を英領ホンジュラス植民地政府の対戦相手である

マヤの人たちに供給していたこと，その結果英領

ホンジュラスと英植民地軍が不利な立場に追いや

られていたことである． 

 

４． おわりに 

アメリカ南部連合国から英領ホンジュラスへの

亡命者については，特にブラジルへの亡命者と比

較し広く脚光を浴びてこなかった．しかし現在の

ベリーズ各地の地名としてわずかに残る，アメリ

カ南部連合国からの亡命者の名前やアメリカ南部

連合国の都市などの名前は，確実にアメリカ南部

連合国から定住を見据えた移住の試みがあったこ

とを物語る． 

英領ホンジュラス植民地政府は農業生産力向上

や白人人口増加，そしてユカタン・カスタ戦争の

軍事的支援を期待してアメリカ南北戦争中からア
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メリカ南部連合国の人たちを対象に入植誘致を行

い，亡命を促した．アメリカ南部連合国の人たち

は，南北戦争後のアメリカ合衆国では財産や社会

的地位，生活スタイルの維持は難しいと悟り，南

北戦争前のアメリカ南部特有のプランテーション

経済社会を再現するために英領ホンジュラスに亡

命した．しかし英領ホンジュラスでもアメリカ南

部連合国独特の政治的・経済的・社会的再現は不

可能であると悟った者の多くは，亡命後数年のう

ちにアメリカに撤退してしまった． 

しかし，アメリカ南部連合国からの亡命者によ

る英領ホンジュラス各地で行われたプランテーシ

ョン設立の試みは大規模農業を発展させる基盤を

確実に築いた．21 世紀現在，ベリーズの主な輸出

品である砂糖が生産されているのは，特にミシシ

ッピ州とルイジアナ州出身の亡命者が開拓を進め

たプランテーション跡地である．アメリカ南部連

合国再現の試みは短期間のうちに不成功のまま不

可能であると見切りを付けられてしまったが，開

拓された農地はベリーズへと国名が変わっても農

業が牽引する長期的な経済発展に貢献した． 

2023年 2 月に筆者が行ったフィールドワークで

は，ベリーズは自身の植民地史の一部としてアメ

リカ南部連合国からの亡命者の功績を認識してい

ない印象を受けた．筆者が約 3 週間のフィールド

ワーク中にアメリカ南部連合国からの亡命者の軌

跡を見ることができたのは，探した末に高速道路

沿いに立てられた“Confederate Cemetery”と書かれ

た目立たない看板を発見できたからである． 

現在ベリーズではエコツーリズムや先住民文化

を軸とした観光が主流である．アメリカ南部連合

国からの亡命者については，現存する遺跡も史資

料も限られている．しかし新たな観光資源として，

また多角的にベリーズを理解するために，今まで

以上に近隣諸国との差異を打ち出しながら「アメ

リカ南部連合国からの亡命者」といった視点から

ベリーズを探究するのも興味深いであろう． 
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